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追悼文：亀山幸司さん
宮本輝仁 1

土壌物理学会の 31 期の事務局で編集幹事を務めてい
ただいた亀山幸司さんは 2024年 9月 30日にお亡くなり
になりました．弱冠 48歳でした．
亀山さんは 1976 年に北海道帯広市で生まれ育ち，宇
都宮大学に入学したことを機に関東地方で暮らすことに
なりました．大学院博士課程まで進み，大学院では松川
先生に指導を仰ぎ，「火山灰土壌への酸性沈着による溶
質移動予測に関する基礎的研究」で学位を取得されまし
た．学位論文の基となった 3本の論文が土壌の物理性に
掲載されています（亀山ら，2002;亀山ら, 2003a,b）．こ
のころから既に土壌物理学会にも大きな関わりを持ち，
学会を盛り上げていただいた会員の一人であります．
博士（農学）を取得した後，2004年から農業工学研究
所（現：農研機構農村工学研究部門）の所属となり，畑
整備研究室（現：農地整備グループ）に配属され，長年，
畑整備に関わる試験研究を行ってきました．バイオ炭の
製造技術や農地施用技術に関する研究をはじめ，カドミ
ウムを特異的に吸収する浄化用植物を用いたカドミウム
除去技術に関する研究，TDR等の誘電率測定法を活用し
た土中の水分 ·養分測定に関する研究などは，亀山さん
が特に注力して行ってきた研究です．
私（宮本）は 2006 年に九州沖縄農業研究センターか
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ら農業工学研究所に異動した時に初めて亀山さんと出会
いました．そのころ，亀山さんは農林水産バイオリサイ
クル研究プロジェクトに関わり，宮古島を研究対象にバ
ガス炭（サトウキビの搾りかすを炭にしたもの）の製造
技術や農地施用技術に関する研究を行っていました．ま
た、その後に始まった地域バイオマスプロジェクト研究
でも琉球大学や沖縄県農業研究センター，NPO法人亜熱
帯バイオマス利用研究センターなど参画研究機関の研究
者と協力して，沖縄県宮古島市をモデル地域としたバイ
オマス利活用システムを構築しようとしていました．こ
れらのプロジェクト研究の中で取り組んでいた研究テー
マの一つにバガス炭の施用による硝酸態窒素溶脱量の削
減に関する研究がありましたが，そのメカニズムにまで
踏み込んだ研究はなされていませんでした．そこで，亀
山さんは溶質移動現象の視点からバガス炭の島尻マージ
土壌への施用効果の解明に積極的に取り組み，その研究
成果は Journal of Environmental Qualityに掲載されまし
た（Kameyama et al., 2012）．亀山さんのバイオ炭の研
究の代表成果であり，世界中から多くの引用をされてい
ます．
バイオ炭に関する研究プロジェクトが終了すると，科
研費の若手研究や基盤研究を獲得しながらバイオ炭の
土壌改良資材としての可能性を追求して研究を進めまし
た．バイオ炭をカドミウム汚染土壌に混入することによ
り農作物のカドミウム吸収が抑制されることを解明した
り，バイオ炭と堆肥の混合施用が理化学性に及ぼす影響
について検討したりしました．また，バイオ炭を混入し
た土壌の誘電率測定に関わる研究も行っています．亀山
さんは農業工学研究所に就職して以来，バイオ炭の研究
を長年にわたって続けてこられたことにより，我が国に
おけるバイオ炭研究の第一人者といってよい存在になっ
ていました．
亀山さんは，いつも穏やかで優しく周囲からの人望も
厚い方でした．東日本大震災後の復旧 ·復興に関わる研
究プロジェクトや情報化施工に関わる研究プロジェクト
でも調査協力を惜しまない姿勢は大変感謝されていたよ
うに思います．また，イスラエルとの集落排水処理水の
園芸利用に関する国際共同研究の推進では大変頼もしい
共同研究者として参画を依頼されていたようでした．他
方，バイオ炭について聞きたいという若い研究者には豊



110 土壌の物理性　第 159号　 (2025)

富な経験を生かした適切なアドヴァイスをしていたよう
で，若い研究者からの信望も厚かったようです．
亀山さんのお人柄は，研究面だけでなく，土壌物理学
会の編集委員会でもいかんなく発揮されました．情報整
理能力が極めて高く閲読進行表や編集員会資料を的確に
作成いただきました．また，150号記念特集では，皆さ
んから提出された「みんなのミニレビュー」の誤字や表
記を修正して読みやすい形で整理していただきました．
これらの他，事務局の引継ぎ後においても次の編集幹事
の先生に色々とアドヴァイスをしていたようで，大変感
謝されていました．

2016 年に発病し，手術後も再発を繰り返していたよ
うですが，大変そうな様子を私たちにも見せず，いつも
と変わらない様子で仕事の依頼にも応えていました．し
かし，2024年春から亀山さんは病床に付すことになり，
書き上げた論文の投稿は共著者に託さざるをえませんで
した．査読者の指摘に基づいた原稿の修正の際，判断に
迷うところについて共著者であった岩田さん（現九州大
学）や久保田さん（農工研）が電話で相談すると，普段
と変わらずに適切な対応を指示してくれて最後まで投稿
論文の執筆に携わっていたとお聞きしています．亀山さ
んの遺稿となってしまった 2 報の論文（亀山ら, 2024;
Kameyama et al., 2024）はバイオ炭の農業土木や土壌肥
料の分野での利用に関して示唆に富むものでありまし
た．このように，亀山さんは研究することが本当に好き
であったのだと思います．告別式で喪主を務めた奥様か
ら亀山さんからのメッセージが読み上げられ，「思うよ

うに研究をさせていただけたことを感謝します．」と言
い残されたとのこと，一緒に働いてきた者として大変安
堵したことを思い出します．亀山さんのご冥福をお祈り
いたします．
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